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平成２２年度第１回  

東京司法書士政治連盟 総務会経過録  

 

日  時：平成２２年６月２１日（月）午後６時～８時１０分  

場  所：司法書士会館地下１階「日司連ホール」  

出席総務：１６名  

 

 会 議 に 先 立 ち 、 東 京 政 連 規 約 に 基 づ き 小 林 愼 総 務 会 長 が 議 長 と な り 、 会 場

の 承 認 を 得 て 副 議 長 に 長 田 茂 副 総 務 会 長 を 指 名 し 、 開 会 を 宣 言 し た 。  

 

1． 挨 拶  大野寿之会 長  

      ・ 登記業務等の地方公共団体への移管の問題が起こっているので、  

        これに反対すべく積極的に運動をして行く。  

     東 京 司 法 書 士 会 神藏忠男副 会 長  

      ・登記業務等の地方公共団体への移管について２４日、２５日の日司連総  

       会でも議案が提出される予定である。東京司法書士会としては明日の理

       事会で協議予定  

      ・東京地裁民事２０部問題に関し、７月１０日地裁裁判官を呼んで研修が  

       ある。 

      ・支部セミナーに業務部から綱紀案件に関して講師を派遣する  

２．経過報告  

（ 1） 活動報告  

    髙田恭秀幹事長  

     ・８月３０日衆議院議員選挙に１９名推薦し、１４名が当選した  

     ・９月１日、２日都議会要望  

          ・１０月１６日自民党東京都連予算要望は司法書士会館２階会議室に   

       来館された。  

      ・２０部問題については、菅原一秀衆議院議員のご尽力により改善  

       しつつある。  

     ・除籍・改製原戸籍の保存期間は、６月から東京政連の運動方針と同じ１  

      ５０年に延長された。  

     ・菅原一秀衆議院議員は、ある事情で政治連盟顧問を辞任された。 

         

（ 2） 委員会報告 

    国会対策・選挙対策委員会（森越憲一副委員長）  

    ・参議院議員選挙推薦基準について採決をした。  

    ・顧問を囲む会は、予定していた菅原一秀衆議院議員が辞任されたので、改  

     めて太田昭宏顧問、井上信治顧問、松原仁顧問のうちから依頼を予定  

    広報・情報収集委員会（渡邉一男副委員長）  

    ・広報として、「青い空」「ブルーサンダー」を発行しているが、迅速な情  

     報提供が必要なものについては「かわら版」を発行することとした。  
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    政策・法規委員会（西野公治委員長）  

    ・１１月２６日日本労働組合総連合会総合組織局局長の林道寛先生を講師に

     研修会を開催した。  

    ・１２月２５日次期司法書士法改正についての意見書を日司連に提出した。  

    ・戸籍法改正についての検討及び平成２２年の大会要領の検討を行った。  

    組織・財務委員会（髙田恭秀幹事長）  

    ・会費収入が減っているため、財政が大変厳しく財政の立て直しを検討した。  

 

３．議題  

  議長は、東京政連規約には、総務会の定足数の定めがなく、出席者の過半数にて決  

 議がされる旨を述べた。また、来る７月３０日開催予定の定時総会の議案の決定及び  

 顧問の選任は、本総務会の承認を得る必要がある旨を述べ、一括して議案の説明を幹  

 部に求めた。  

（ 1） 平成 22 年度大会運動方針案、組織・事業活動方針案の決定の件  

    大野寿之会長、髙田恭秀幹事長、境俊明副会長、小林愼総務会長が、説明を  

   行った。  

    なお、境俊明副会長から、「法務局の事務・権限の地方への移管阻止」の項

   目は、政策・法規委員会で議論はされていないが、急を要する問題    のた

   め幹部会で提案されたものです。  

（ 2） 平成 21 年度決算書及び平成 22 年度予算案決定の件  

    髙田恭秀幹事長が、説明を行い、６月１０日監査会を行った旨の報告があっ  

    た。なお、昨年度は会費納入が少なかったため、日司政連への寄付が一部未  

    納となっていること、予算は納入率５０％の数字とした旨の説明があった。  

（ 3）  顧 問 承 認 の 件  

    髙田恭秀幹事長から、東京政連の緒方靖夫参議院以来共産党の顧問が不在だ  

    ったため、今回同党の参議院議員選挙東京選挙区の小池あきら氏を当選を  

    条件に顧問としたい。  

（ 4）  そ の 他  な し  

  

 以 上 の 説 明 を 受 け 各 地 区 ご と に 協 議 を し た と こ ろ 、 次 の 質 問 が 提 出 さ れ た 。  

  （ 質 問 ） 高 柳 俊 久 副 幹 事 長  

    登 記 原 因 証 明 情 報 の 作 成 権 限 を 資 格 者 代 理 人 が 獲 得 す る と 、 相 続 登  

   記 の 場 合 、 資 格 者 が 誤 っ た 登 記 原 因 証 明 情 報 を 作 成 す る と そ の ま ま 登

   記 が 通 っ て し ま う の は リ ス ク が 大 き く な い か ？  

  （ 回 答 ） 遠 藤 雅 明 副 会 長  

    権 限 が 拡 大 す る こ と は 、 そ れ だ け 責 任 も 拡 大 す る こ と で 、 そ れ だ け  

   登 記 に 責 任 を 持 っ て ゆ き た い 。  

  （ 質 問 ） 立 川 健 豊 第 ５ 地 区 本 部 長  

    「 法 務 局 の 事 務 ・ 権 限 の 地 方 へ の 移 管 阻 止 」 に 関 し て  

    ① 「 Ｏ Ｊ Ｔ 」 と は ？  

    ② 「 法 務 局 の 事 務 ・ 権 限 は 、 地 方 公 共 団 体 が 行 っ て い る 選 挙 事 務 、  

      パ ス ポ ー ト 発 給 や 生 活 保 護 の 認 定 な ど と 異 な り 、 い ず れ も 高 度

      な 法 的 判 断 を 伴 う ～ 」 と い う 表 現 は 、 地 方 行 政 を 下 に 見 て い る  
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      の で は な い か ？  

    ③ こ の 動 き は 、 ど の 程 度 ま で 進 ん で い る の か ？  

  （ 回 答 ） 境俊明副会長  

     ①「On-the-Job Training」の略で、具体的な仕事を通じて仕事に必要 
     な知識等を継続的に指導する手法のこと。 
     ②「選挙事務～認定など」と言っているのは、山田京都府知事等自治 
          体側が移管の理由として登記と同等業務として主張している内容 
     ③平成２０年の全国知事会で提言され、資料の平成２２年３月２３日 
         全国知事会の「国の出先機関原則廃止ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ」の中間報告では、 
     地方に移管する事務に仕分けされている。会員にもまだ周知されてい 
         ないため、直ちに活動を開始する必要がある。資料を広く会員に周知 
     されたい。 
        （議事録作成者注；上記中間報告には「今後検討すべき課題」として 
     「人権擁護に関する事務を除き司法制度と密接な関連を有する等の 
     理由から国に残すべきとの意見もあるため、地方側の受入先を含め

     更に検討する。」とある。） 
  （質問）齊藤茂昭総務 
    土地家屋調査士政治連盟との連携について考えているか？ 
  （回答）大野寿之会長 
    先週加藤法務副大臣の「もっと応援する会」で東京の会長とお会いし 
        たが、まだ知らないようだったが、連携して対応してゆきたい。 
    （回答）境俊明副会長  

     全法務労働組合とも連携して強力に運動を進めたい。       
    地方に移管している戸籍の事務との違いを明確にしてゆく必要がある。 

   （ 質 問 ） 齊藤茂昭総務 
     ①参議院議員選挙について、東京選挙区の定数５名に対して７名の推 
      薦候補者を決定した理由？ 
     ②民主党候補者を２名推薦決定した理由？ 
   （回答）髙田恭秀幹事長  

      ①原則は、定数内で推薦すべきところ、良好な関係のあった議員が新政党を  

       設立したためやむを得ず例外として決定した。  

      ②小川敏雄議員は、前回（Ｈ１６）推薦をしたが、今回、連舫議員は仕分け  

       で良好な関係ができ、今後の仕分けに向けて追加推薦した。  

   （ 質 問 ） 齊藤茂昭総務 
     落選したときの手当は？ 
   （回答）大野寿之会長 
     今回は、例外中の例外である。群馬政連も従来定数２名のところ議連 
     の２名を推薦していたが、今回定数１に減ったがどちらも推薦した。 
   （質問）鴨宮英世第２地区本部長 
     登 記 手 数 料 制 は 、 地 方 移 管 の 理 屈 に 利 用 さ れ る の で は な い か ？  

   （ 回 答 ） 渡 邊 利 明 副 幹 事 長  

     登 記 過 誤 に よ る 国 家 賠 償 の こ と を 自 治 体 は 考 え て い な い の で は な  

     い か 。  
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   以 上 、 活 発 な 質 問 と 議 論 が な さ れ 意 見 も 出 尽 く し た の で 、 各 議 案 ご と

   に 承 認 を 求 め た と こ ろ 、 全 員 異 議 な く 、 可 決 確 定 し た 。  

４ ． そ の 他  

（ 1） 参 議 院 議 員 選 挙 及 び 選 挙 マ ニ ュ ア ル の 説 明  

   髙田恭秀幹事長  

         別紙お知らせのとおり推 薦 候 補 者 を 決 定 し た こ と 及 び 会 員 宛 お 知 ら せ  

    は 明 日 発 送 す る こ と 、 選 挙 活 動 の 注 意 は マ ニ ュ ア ル を 読 ん で 欲 し

    い 旨 を 述 べ た 。  

    選 挙 協 力 に つ い て 、 現 在 、 たちあがれ日本の小倉あさ子候補者の紹介ハ 

     ガキの発送作業があり、その他は、適宜総務通信にて立会い演説会の動  

         員等、お知らせするので協力して欲しい旨の依頼があった。  

（ 2）  そ の 他  な し  

 

５．地区会 

   第１地区報告（西野公治政策法規委員長）  

    参議院議員選挙後に地区会を開催予定  

   第２地区会報告（鴨宮英世地区本部長）  

    ８月に地区会を開催予定 

   第３地区会（池尻吉夫地区本部長）  

    ８月に地区会を開催し、登記業務等の地方公共団体への移管について意見集約  

    をしましょう。  

   第４地区会（秋元貴行地区本部長）  

    行政書士と司法書士の政治連盟のスタンスの違いを教えてもらった。 

   第５地区会（立 川 健 豊 地 区 本 部 長 ）  

    今回、初めて新しい総務が出席してくれたのでうれしい。紹介します。  

    齊藤次昭総務挨拶；商業登記問題のとき危機感をもったが、再度危機意識を持  

    った。  

   第６地区（永野健司前地区本部長）  

    参議院選挙後、今日の問題を知らせてゆきたい。  

閉  会  

 

【 資 料 】  

〈 前 送 ； ６ 月 ２ １ 日 事 前 Ｆ Ａ Ｘ 送 付 済 〉  

 ① ２ ２ 年 度 運 動 方 針 、 組 織 ・ 事 業 活 動 方 針 案  

 ② 大 会 宣 言 案  

〈 当 日 配 布 資 料 〉  

 ① ２ １ 年 度 決 算 、 ２ ２ 年 度 予 算 案  

 ② ２ ２ 年 度 会 費 納 入 結 果 一 覧 表  

 ③ 顧 問 候 補 者 （ 小 池 あ き ら 氏 ） 略 歴  

 ④ 第 ２ ２ 回 参 議 院 議 員 選 挙 推 薦 候 補 者 の お 知 ら せ  

 ⑤ 選 挙 マ ニ ュ ア ル  

 ⑥ 日 司 連 総 会 議 案 提 出 書  

 ⑦ 法 務 局 の 事 務 ・ 権 限 の 地 方 へ の 移 管 に つ い て （ 日 司 連 ）  
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 ⑧ 国 の 出 先 機 関 の 原 則 廃 止 に 向 け て  中 間 報 告  

  （ 全 国 知 事 会  国 の 出 先 機 関 原 則 廃 止 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム ）  

 ⑨ 出 先 機 関 改 革 の 「 公 開 討 議 」 （ 内 閣 府 地 域 主 権 戦 略 会 議 ）  

 ⑨ 法 務 局 ・ 地 方 法 務 局 （ 法 務 省 ） 公 開 討 議  議 事 概 要  

               （ 内 閣 府 地 域 主 権 戦 略 会 議 ）  

 ⑩ 出 先 機 関 改 革 に 係 る 公 開 討 議 資 料 （ 法 務 省 ）  

 ⑪ 「 登 記 事 務 の 地 方 公 共 団 体 へ の 移 管 」 （ 法 務 省 Ｈ Ｐ ）  

 ⑫ 法 務 省 、 地 方 移 管 に ゼ ロ 回 答 ＝ 出 先 機 関 改 革 で 公 開 討 議 （ 時 事 通 信 ）  

 ⑬ 地 域 主 権 戦 略 の 工 程 表 （ 案 ） 【 原 口 プ ラ ン 】  


